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合宿等の宿泊を伴う課外活動における感染症対策ガイドライン

学生部

＜はじめに＞
　合宿等の宿泊を伴う課外活動を実施する際の新型コロナウイルス感染症対策ガイドラインを以下のとおりに定める。
成蹊大学では現在、新型コロナウイルス感染症対策マニュアルを作成して活動再開を申請し、学生部長の許可を受けた団体のみの活動が許可されている。
また、活動が許可されている団体の中に夏季休暇中に集中的に活動を行う必要がある団体もあり、活動の効率化等のために合宿が不可欠な場合があることも理解できる。そのため、宿泊等を伴う課外活動に関する指針等を以下に示す。

＜合宿等再開にあたって＞
・宿泊等を伴う課外活動は、学生部長が特に宿泊が必要であると認めた団体に限る。
ついては添付する「願出書」に以下の点を必ず記載して、学生部に申請すること。
1 合宿を必要とする理由　
2 このガイドラインを参加者全員が厳守することを宣誓する文書
3 顧問教授の印鑑は不要だが必ず申請内容を全て共有すること。
・合宿等に際しては後述のとおり、直前のPCR検査等で陰性の証明を受けた部員のみが、貸切りバス等の移動手段で宿泊施設を往復し、合宿期間中は宿泊施設と練習施設以外の場所に立ち入らないことを基本原則として許可するものである。（「バブル方式」という）したがい合宿期間中は原則として部外者との接触が一切ないことを前提とする。
・学内施設（西部室4号棟）での合宿は認めない。
・合宿の実施が許可されるのは前期学期末試験終了後の7/23（金）～8月31日（火）までの期間に限定する。ただし東京都以外で開催される全国大会への出場など、宿泊を伴う遠征試合についてはこの限りではない。
・宿泊日数については特に制限を設けないが、ガイドラインが厳守され得る適切な期間で計画すること。
・合宿期間中も、各団体が定めた感染対策マニュアルをもとに活動すること。
・このガイドラインと各団体が作成した新型コロナ感染対策マニュアルが順守されていない場合には即刻合宿の中止を求める。
・合宿への参加を部員に決して強制してはならない。合宿への参加が試合出場の条件であるかのような言動ないし示唆についても厳に慎むこと。


１．基本的事項
（1） 合宿企画書を作成し、願出書と合わせて学生部に提出すること。
1 選手・スタッフ等参加者全員の行程表／行動表を記載すること。
2 滞在場所（宿泊施設・練習施設等）を網羅し明記すること。
3 移動経路（集合場所～宿泊施設～練習施設）を記載すること。
4 宿泊施設・練習施設の連絡先電話番号等を明記すること。
5 参加者全員の名簿を記載すること。
6 宿泊施設に最寄りの医療機関と所轄保健所の名前と連絡先を明記すること。
7 合宿期間中に感染者が発生した場合の隔離手段と隔離期間終了後の帰京手段を明記すること。
8 感染者が発生した場合、濃厚接触者と認定された者の隔離手段と帰京手段も明記すること。（濃厚接触者と認定されなかった者の帰京手段についても確認しておくこと）

（２）参加者が遵守すべき感染防止の基本原則を守ること。
①三密の回避　場面に応じた適切な社会的距離の確保、マスク（不織布マスクを推奨）の着用、手洗い、消毒
2 [bookmark: _GoBack]換気の徹底　飛沫対策（アクリル板の設置等）・体調管理の徹底（滞在期間中及び滞在前後2週間の検温・体調記録等）
3 食事中、洗面所、脱衣所、浴室などマスクを外す場面での会話は極力しない。
4 ミーティング時には必要最小限の水分補給を除き飲食をしない。
5 屋内でのミーティングは極力広くて換気の良い場所を選び、短時間で行う。
6 タオル、寝具、コップなどの生活用具を共用しない。
7 パソコンなどの機器を複数人で操作する場合、使用前後に機器を消毒する。
8 OBOGについては大学に届け出た指導者以外の参加は認めない。またOBOG指導   者についても学生と同じガイドラインを遵守する。父母等の見学、訪問は認めない。
9 部外者との面会は原則として禁止とする。やむを得ない場合は双方がマスク（不織布マスクを推奨）着用のうえ15分以内に留めること。

２．各場面における主な対策 
（１）移動について
① 原則として、専用車両（貸切バス、ハイヤー等）により、参加者のみで移動する。
② ただし全国大会などの開催地が遠距離にある場合など、やむを得ない場合は公共交通機関（航空機、新幹線等）を限定的に使用しても良い。（責任の一切は各団体に帰属する。） 
その際には不特定多数との接触を避け、社会的距離を確保するなどの措置を取る。 
（例）・駅や空港において動線を分離する
 ・参加者と一般客との間に空席を設ける（前後２列を空けるとともに、一般客と1ｍ以上の距離を確保する） 
・専用車両（車両単位での貸切）とする。
③ 休憩施設や駅、空港等においては、トイレ以外の場所（売店等）の利用を極力控える。
④ 宿泊施設と練習施設以外の施設（特に飲食店）には原則として立ち入ることを禁止する。

（２）宿泊 について
①他の宿泊客など、参加者以外の者との接触を避けるための措置を取る。
（例） ・宿泊施設を棟ごと参加者の貸し切りとする。
・フロア単位の貸し切りとする、または他の宿泊客との動線を明確に分離する。
・共用施設（ロビー、バー、共同利用トイレ等）の利用を避ける（使用する場合は他の宿泊客との利用時間をずらすなどの工夫をする）
②宿泊先の施設の感染対策ガイドラインを遵守する。
③部屋は基本的に個室利用が望ましいが、難しい場合は感染防止策を行ったうえで、最少人数での相部屋とする。 

（３）食事について
①食事は、他の宿泊客や外部との接触を避け、宿泊施設内の専用会場または自室で摂ることを原則とする。
②食事会場では一般客との接触を避ける。昼食は、練習会場で弁当等を利用する。
③参加者自らが料理を選択する方式（ビュッフェ、バイキングスタイル）は極力避ける。
④弁当利用に際しては、配布者の手洗い・手指消毒を行うとともに、ごみは自らがごみ袋等に捨て、担当者がまとめて処分する。 
⑤飲酒を伴う会合は厳禁とする。（OBOG指導者も同様に厳守のこと）

（４）練習について 
①宿舎と練習会場との往復に公共交通機関は利用してはならない。貸切バスないし徒歩などの手段によるものとする。
②練習会場は貸切りを原則とし、関係者以外の立入りは不可とする。
③施設の消毒を徹底するとともに、アクリル板の設置等による飛沫対策を行う。
④屋内施設においては、換気設備の稼働や出入口および窓の開放等により換気を徹底するとともに、入場者の制限、器具配置の工夫等も含めて三密の回避を図る。
⑤練習試合を行う際には、対戦相手に対しても自らと同等の感染対策を求め、十分な感染対策を行ったうえで実施する。
⑥競技特有の感染症対策については、各団体が学生部に提出し許可を受けた感染対策ガイドラインを遵守する。
⑦公式戦出場の場合は連盟など主催者が定める感染症対策を遵守する。


３．部員等の健康管理、行動管理
（１）部員等の滞在時に、健康状態、他者との接触状況及び位置情報の把握を実施することを周知し、その実施を徹底する。
（２）部員等の行動を、用務先（競技会場、練習会場等）と宿泊場所の往復のみに限定する。（食事もこれらの場所にて実施）
※部員等にはOBOG指導者、外部コーチ等を含むが、父母等の見学は禁止とする。

４．検査
（１）合宿のために集合する48～72時以内に参加希望者全員がPCR検査（抗原検査も可）を受け、陰性判定を受けることを参加の条件とする。
（２）検査後は参加者および同居家族以外との接触を可能な限り避ける。この期間には家庭内でも極力マスク（不織布マスクを推奨）を着用することが望ましい。
（３）上記の検査結果について、必要に応じて学生部と共有する。
（４）参加する部員等は、集合前14日間の行動記録を明確に記録しておくこととする。
（５）合宿先等においてもPCR検査、抗原検査等を可能な限り手配し、定期的に実施する。

５．感染疑い者等発生時の対応
（１）罹患者（疑いも含む）等が出た場合には、直ちに他の部員等から隔離し、所轄の保健所や医療機関等への相談、連絡等を行い、その指示により診察・検査、入院・搬送や、濃厚接触者の特定等の措置を取る。合宿計画段階で宿泊施設に最寄りの医療機関及び諸葛保健所の連絡先を調べ企画書に明記すること。
（２）罹患者（疑いも含む）については、団体責任者から学生部及び大学保健室へ報告することを義務とする。
（３）罹患者(疑いも含む)は成蹊大学 大学保健室ホームページに記載されている手順に従う。
⇒ https://www.seikei.ac.jp/university/campuslife/hoken/covid-19.html

　※夏期休暇期間中の学生部緊急連絡先
　　　0422-51-5185（学園正門守衛所から学生部担当者に連絡を入れます）

【参考資料】
ホストタウン等における選手等受入れマニュアル作成の手引き【改訂】（https://www.kantei.go.jp/jp/singi/tokyo2020_suishin_honbu/hosttown_suisin/pdf/20210428_manual_tebiki.pdf）
